
Pure Fusion

• 迅速な自動デプロイメント。
「ストレージ・アズ・コード」による
シームレスな自動化。

• クラウド環境をセルフサービスで
利用。パブリック・クラウド・サービス
のエクスペリエンスでストレージの
消費が可能。

• ほぼ無限大のスケールアウト。
従来のストレージ・クラスタの常識
を打破。

• インテリジェントなワークロード管理。
刻々と変化するアプリケーションの
ニーズに対応。

• 信頼性がさらに向上。性能の低下
なく、グローバルな可用性を維持。

業界初、セルフサービスの自律型ストレージ・プラットフォーム Pure Fusion が、エン
タープライズ・ストレージの長所と、クラウドの俊敏性・スケーラビリティを融合させます。
ピュア・ストレージの Pure Fusion が提供する SaaS（ソフトウェア・アズ・ア・サービ
ス）ベースの管理レイヤーは、ストレージ・アレイをアベイラビリティ・ゾーン（AZ）にまと
めてプールし、ワークロードの配置や移動、フリートのリバランスをはじめとする、これまで
手間のかかっていた作業を自動化します。また、Pure Fusion の API フレームワークで
は、開発者が現在使用しているツールを統合した「ストレージ・アズ・コード（コードとし
て提供するストレージ）」モデルを、ストレージ担当部門やエンドユーザーがオンデマンド
で運用できます。

ストレージ管理における革新的な前進

Pure Fusion は、ほぼ無限のスケールアウトを実現するストレージ・モデルです。複数のアレイを
統合し、ストレージ・プールを即座に最適化。シンプルで場所を選ばないクラウドの運用モデルが、
オンデマンドでの利用とバックエンドでのプロビジョニングを可能にします。エンドユーザーは、ボ
リュームやファイル・システム、あるいはレプリケーションなどの高度なデータ・サービスを直ちに利用
できるようになります。バックエンドの手動の作業が完了するまで待つ必要はなく、エンドユーザー
にはハードウェアが見えない状態になっています。FlashArray や FlashBlade、Pure Cloud 
Block Store、Portworx などの高機能を備えたピュア・ストレージの製品ファミリーを利用する
ことで、シームレスなスケール・アップが可能になり、性能、密度、データの可用性のレベルをさらに
高められます。Pure Fusion の新しいアーキテクチャの概略を図 1 に示します。

無限のスケーラビリティを持つクラウドモデルをあらゆる場所で実現する
セルフサービスの自律型ストレージプラットフォーム

ソリューション概要

図 1：クラウドライクな消費モデルを可能にする Pure Fusion のアーキテクチャ



2データ・ストレージをいつまでもシンプルに

クラウド環境をセルフサービスで

セルフサービス型クラウド・サービスの時代である今日では、ユーザーはクラウドライクなモダン・エクスペリエンスを求めています。Pure Fusion 
は、あらゆるエンタープライズ・ワークロードに対応し、ストレージのプロビジョニング、消費、管理を可能にするクラウド運用モデルを提供します。
ストレージ管理者は、サービスを、容易に運用できるストレージ・レイヤーとデータ保護ポリシーとしてエンドユーザーに公開することで、終わる
ことのないユーザーからのプロビジョニング・リクエストから解放されます。一方、ユーザーは、IT 部門とのやり取りをせずに、API ファーストの「ス
トレージ・アズ・コード」インターフェースなどの仕組みを通じて、セルフサービスでストレージ・オブジェクトをプロビジョニングできるようになり、デプ
ロイメントやオーケストレーションが迅速化します（図 2）。

図 2：ユーザーによるストレージのセルフ・プロビジョニングを可能にする、シンプルな GUI



3データ・ストレージをいつまでもシンプルに

ほぼ無限大のスケールアウト

現行のストレージ・クラスタには、さまざまな制約が存在します。完全なスケーラビリティの実現には、複数のアレイの相互接続と、管理を容
易にすることが必要です。Pure Fusion では、従来のストレージ・クラスタの役割が不要になり、ストレージ・メディアのタイプの制限もありま
せん。Pure Fusion は、クラウドライクな新しい AZ を提供し、ほぼ無制限のスケールアウトを実現します（図 3）。既存の AZ に新たな
ノードを追加するだけで、あとは Pure Fusion が全て行います。新しいノードは、現行のストレージ・ティアに追加するか、または、同じ環境
から新たにティアを作成して追加することもできます。これは、複数のクラスタ・ノードのタイプをあわせたり、個々のアレイでワークロードのトラブ
ルシューティングをしたりする必要がなくなることを意味します。

図 3：Pure Fusion のクラウドライクな AZ では、ほぼ無制限のスケールアウトが可能



4データ・ストレージをいつまでもシンプルに

インテリジェントなワークロード管理

アプリケーションの要件は絶えず変化しており、その影響はストレージ環境全体に及びます。システムには、複数のワークロードで最高レベル
の性能を確保するほか、必要に応じて、処理を停止することなくワークロードの移動または再配置を行うインテリジェンスが必要です。Pure 
Fusion は、AI の活用によるワークロード配置機能を備えています。この機能により、ワークロードごとにアレイを選択する手間が省け、最適
なストレージを自動で割り当てられます（図 4）。また、必要に応じてワークロードのリバランスを行い、ストレージ・プールを常に最適化して
います。これは、ストレージ・プラットフォームが常に万全の状態であることを意味します。

図 4：AI を活用したワークロード配置によるワークロードのリバランス



5データ・ストレージをいつまでもシンプルに

迅速な自動デプロイメント

API ファーストで構築された Pure Fusion は、パワフルでクラウドライクなインターフェースを提供します。ストレージ管理者は、Pure 
Fusion の API を介して、Terraform や Ansible などのツールを使用し、Pure Fusion の AZ と自動プロビジョニング機能を、より広範
なデータセンター自動化フレームワークや、カスタムの社内セルフサービス・ポータルに統合できます。コードとして提供するストレージ「ストレー
ジ・アズ・コード」により、シームレスな自動化が可能です（図 5）。

図 5：Pure Fusion のストレージ機能は API で提供されており、さまざまな自動化フレームワークへの統合が可能



6データ・ストレージをいつまでもシンプルに

信頼性がさらに向上

ピュア・ストレージのプラットフォームは、高い信頼性と、標準装備のデータ保護機能を提供します。データは常に利用可能な状態に保たれ、
保護されます。想定外の問題や需要の変動が発生した場合でも、ビジネス・サービスの継続性と性能を維持します。また、コントローラや高
可用性（HA）ペアに障害が生じても、プール内の他のデバイスの性能や可用性への影響はありません。

関連リソース

ストレージ分野でのパラダイム・シフトの実現に、Pure Fusion を是非ご活用ください。Pure Fusion は、複数のプラットフォームでソフトウェ
ア定義のストレージを利用できる最新のストレージ・フレームワークです。

• 製品のトライアルをご希望の場合は、こちらからお問い合わせいただくか、担当のアカウント・マネージャーにご連絡ください。

• Pure Fusion には、ストレージを即座にプロビジョニングできる機能や、無限大のスケールアウト、ワークロードのインテリジェントな管理
機能が備わっています。詳しくはこちらをご覧ください。
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